
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度
 

第137回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
第

１

予

想

答
案
用
紙

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

 

工・原 1 - 1  

 工  業  簿  記  

問題（25点） 

第１問 

当工場は製品Ｘを製造しており、修正パーシャルプランによる標準原価計算を採用している。製品ＸにはＳサ

イズとＭサイズの２種類があり、同じ原料、同じ製造機械、同じ作業員によって製造されるが、原料消費量と直

接作業時間が若干異なっている。その製造工程では工程の始点で専用機械に原料が投入され、作業員によって加

工された後、工程の終点で品質検査が行われる。以下の資料にもとづき、各問に答えなさい。 

[資料] 

１．標準単価 

原 料 費 直接労務費 製造間接費 

80 円/kg  1,200 円/時間 960 円/時間 

(注)製造間接費は固定予算を採用しており、直接作業時間を基準として配賦している。 

( 注)月間の製造間接費予算は 6,600,000 円である。 

２．標準消費量 

製品１個あたりの標準消費量は以下のとおりである(正常仕損分は含まれていない)。なお、当工場では、

これまで各サイズの出荷数量がほぼ同数(１：１の比率)であったことから、サイズごとの原価標準は設定せ

ず、以下の平均標準消費量にもとづく原価標準を用いて計算を行っている。 

Ｓサイズ Ｍサイズ 平均 

標準原料消費量 ４kg  ６kg ５kg 

標準直接作業時間 1.0 時間  1.2 時間 1.1 時間 

３．当月の実績 

月初仕掛品数量 290 個 

月末仕掛品数量 300 個 

完 成 品 数 量 5,400 個 

原料実際消費量 32,000 kg 

実際直接作業時間 6,550 時間

製造間接費実際発生額 6,360,000 円 

(注)仕掛品の加工進捗度は月初、月末ともに 50 ％として計算する。 

問１ 平均標準消費量にもとづく原価標準によって完成品原価、月末仕掛品原価、原価差異を計算しなさい。なお、

原価差異の解答にあたっては、答案用紙の金額の後の(  )内に、借方差異であれば「借」、貸方差異であれば「貸」

と記入しなさい(以下の問も同様)。 

問２ 当工場では、これまで原価標準の設定上、仕損の発生を考慮していなかった。しかし、品質検査による当月中

の不合格品数量は 320 個(評価額はゼロ)であり、正確な製品原価計算や原価管理の観点から無視しえないレベル

と判断された。そこで、正常仕損費を特別費として正味の原価標準に加算する方法により、原価標準を設定しな

おすことにした。この新たな原価標準にもとづき、仕掛品勘定を完成させ、答案用紙に示した各差異を算定しな

さい。なお、良品の５％までを正常仕損、それを超える仕損を異常仕損として把握する。また、異常仕損費はそ

の標準原価によって計上するものとする。 

問３ 下記の当月の実際生産データによれば、各サイズの生産数量比率は、原価標準の前提とされている出荷数量比

率１：１とは異なっている。そこで、問２で計算した原料数量差異、作業時間差異、製造間接費能率差異のそれ

ぞれのうち、この生産数量比率の相違に起因する差異を計算しなさい。 

Ｓサイズ  Ｍサイズ  

月初仕掛品数量 150 個 140 個

月末仕掛品数量 120  180  

不合格品数量 100  220  

完 成 品 数 量 1,800  3,600  

問４ 当工場では、今後ＳサイズとＭサイズの受注数が安定しないことを見越して、それぞれ別々の原価標準を設定

することとした。この場合の完成品原価と月末仕掛品原価を計算しなさい。なお、正常仕損率は、ＳサイズとＭ

サイズともに良品の５％とする。また、正常仕損に関する原価標準の設定方法は問２と同様とする。
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問 題 用 紙 
 

商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 

1 級 －Ⅰ 
第

２

予

想

http://www.net-school.co.jp/
©Net-School 

受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 1 予想

第137回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

第１問 

問１ 

完成品原価 月末仕掛品原価 原価差異 

 円  円  円( 借 ) 

 

問２ 

仕 掛 品 （単位：円）

月 初 有 高 ( )  完 成 品 (  )

原 料 費 ( )  月 末 有 高 (  )

直 接 労 務 費 ( )  異 常 仕 損 費 (  )

製 造 間 接 費 6,360,000   原 価 差 異 (  )

 ( )   (  )

 

原料数量差異 作業時間差異 

 円( 借 )  円( 借 )

 

製造間接費予算差異 製造間接費能率差異 製造間接費操業度差異 

 円( 貸 )  円( 借 )  円( 借 ) 

 

問３ 

原料数量差異 作業時間差異 製造間接費能率差異 

 円( 借 )  円( 借 )  円( 借 ) 

 

問４ 

完成品原価 16,299,360  円 月末仕掛品原価 487,680  円 

 

 

第２問 

① ② ③ ④ 

    

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 1 予想

第137回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

 

 

第１問 

問１ 

有利な投資案 １位  ２位  ３位   

 

単純投下資本利益率  ％

 

問２ 

有利な投資案 １位  ２位  ３位   

 

回収期間  年 ４ ヵ月

 

問３ 

回収期間法の欠点  

  

 

問４ 

①  ②  ③   

 

問５ 

有利な投資案 １位  ２位  ３位   

 

内部利益率  ％

 

問６ 

 万円

 

 

第２問 

 

① ② ③ 

   

④ ⑤  

   

 

 

 

     

商・会 2 - 3  

第２問 

問１ 当社は当期より海外への輸出販売を行っている。次の取引のうち、為替予約日(×６年３月１日)および決

算日(×６年３月31日)における仕訳を、⑴振当処理と⑵独立処理によりそれぞれ示しなさい。なお、この取

引はヘッジ会計の要件を満たしているものとする。 

   また、勘定科目は、下記に掲げる語句より、最も適当と思われる科目を選んで使用し、仕訳が不要の場合

は答案用紙の借方科目欄に「仕訳なし」と記入すること。 

[取 引] 

×６年２月１日 商品5,000ドルを掛けで輸出した。決済日は×６年４月30日である。 

×６年３月１日 上記の売掛金の為替リスクをヘッジするために、5,000ドルを決済日に先物為替相場１ 

ドル107円で売る為替予約を締結した。 

なお、振当処理のさいの直先差額の期間配分は、月割計算による。 

×６年３月31日 決算日を迎えたが、輸出代金は未決済であった。 

  [為替相場］ 

 直物為替相場 先物為替相場 

×６年２月１日 １ドル 110円  ― 

×６年３月１日 １ドル 105円  １ドル 107円  

×６年３月31日 １ドル 100円  １ドル 101円  

×６年４月30日 １ドル  96円  １ドル  96円  

 

 売  掛  金  売     上  為 替 予 約  為 替 差 損  為 替 差 益  

 前 受 収 益  前 払 費 用  未 収 収 益  未 払 費 用 

 

問２ 次の資料にもとづいて、×５年度～×７年度の株式報酬費用の金額を答えなさい。 

＜資 料＞ 

１．当社(決算日は３月31日)は×５年６月の株主総会において従業員に対して、1,000個のストック・オプション

(新株予約権)を付与することを決議し、同年７月１日に付与した。 

 ⑴ １個のストック・オプションの行使により１株の株式を与える。 

⑵ ストック・オプションの行使時の払込金額：１株あたり15,000円 

⑶ ストック・オプションの権利確定日：×７年６月末日 

⑷ ストック・オプションの行使期間：×７年７月１日から×12年６月30日 

⑸ 付与日におけるストック・オプションの公正な評価単価は、3,000円/個である。 

⑹ 付与日において権利確定日までに失効すると見込まれる新株予約権の個数を120個と見込んでいる。 

２．新株予約権の失効に関する資料は，次のとおりである。 

 ⑴ ×５年度末において，権利確定日までに失効すると見込まれる新株予約権の個数は120個であった。 

 ⑵ ×６年度末において，権利確定日までに失効すると見込まれる新株予約権の個数は100個であった。 

 ⑶ ×７年度の権利確定日までに実際に失効した新株予約権の個数は90個であった。 

 

第３問 

問１ 討議資料「財務会計の概念フレームワーク」において、収益はどのようなときに把握(認識)されるとして

いるか述べなさい。 

問２ 工事契約の収益の認識について、答案用紙の文章の空欄に入る適切な用語を記入しなさい。 
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損

を
考

慮
す

る
場

合
の

原
価

標
準

を
算

定
し

、
完

成
品

と
月

末
仕

掛
品

な
ど

の
原

価
を

算
定

し
ま

す
。
 

製
品

X
の

原
価

標
準

(正
常

仕
損

費
を

考
慮

す
る

場
合

) 

原
料

費
 

＠
( 

 
 

 
 

)円
×

( 
 

 
 

 
)k

g
 

＝
 

＠
( 

 
 

 
 

)円

直
・

労
 

＠
( 

 
 

 
 

)円
×

( 
 

 
 

 
)時

間
 

＝
 

＠
( 

 
 

 
 

)円

製
・

間
 

＠
( 

 
 

 
 

)円
×

( 
 

 
 

 
)時

間
 

＝
 

＠
( 

 
 

 
 

)円

製
品

Ｘ
１

個
あ

た
り

の
正

味
標

準
製

造
原

価
 

 
＠

( 
 

 
 

 
)円

正
常

仕
損

費
 

 
＠

( 
 

 
 

 
)円

製
品

X
１

個
あ

た
り

の
総

標
準

製
造

原
価

 
 

＠
( 

 
 

 
 

)円

 １
３

１
 

原
価

差
異

の
分

析
 

１
．

生
産

デ
ー

タ
の

整
理

 

 
初

 

 
原

 

 
加

 

5
0

％

2
9

0
 

( 
 

 
 

 
) 

 
完

 
5

,4
0

0
  

 
当

 

 
原

 

 
加

 

( 
 

 
 

 
) 

( 
 

 
 

 
) 

正
・

仕
 

 
原

 

 
加

 

1
0

0
％

( 
 

 
 

 
) 

( 
 

 
 

 
) 

異
・

仕
 

 
原

 

 
加

 

1
0

0
％

( 
 

 
 

 
) 

( 
 

 
 

 
) 

 
末

 

 
原

 

 
加

 

5
0

％

3
0

0
  

( 
 

 
 

 
) 

 ２
．

原
料

数
量

差
異

 

＠
8

0
円

×
(5

㎏
×

( 
 

 
 

)個
－

3
2

,0
0

0
㎏

)＝
( 

 
 

 
 

 
 

)円
 

 ３
．
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＠
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．
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。
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計
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１
１
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単
純

投
下

資
本

利
益

率
 

単
純

投
下

資
本

利
益

率
＝
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た

り
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÷
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÷
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÷
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２
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．
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収
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３
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Ｆ
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Ｆ
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Ｆ
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益

率
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利
益

率
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現
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な
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引

率
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投
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・
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